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　あけましておめでとうございます。
　アフターコロナと呼ばれた２０２３年が終わりました。
　コロナ前とすっかり変わってしまった世の中。
　そして、今後10年間のキーワードが見えてきた1年間でもありました。

　そのキーワードはずばり「人手不足」「国力の衰退」そして「金利」の３つです。

　特に来年２０２５年から、一気に状態が変化していくと予測できます。
　「えっ！もう随分変わったじゃん！　これ以上変わるの？？」という声も聞こえてき
そうですが、そうなんです。実はここから変化は加速度をつけていきます。

　一般的には、２０２０年からの5年間は変化の前哨戦、２０２５年以降の5年
間が本格的な変化だと考えます。

○ 80年周期説

　経済学者や社会学者は「周期説」を唱えるのが好きですね。
　岡崎も嫌いではありません。
　しかし、干支や星座のように、世界がまだ交流がなかった時代に作られた暦が
１２年周期のように、歴史学者がいうように世の中はある程の周期を持って動い
ているようです。
　ちなみに、太陽の黒点周期は11年から12年周期ですし、太陽の活動期と停滞
期の周期は70年から80年ということが証明されていますから、人間の生活には
影響がありそうですね。

　そんな中で有名なのが「80年周期説」
　これは、気象学者で、気象庁長官も務めた、高橋浩一郎氏（1913～91)は、その
著書『気候変動は歴史を変える』（1994年刊、丸善）で示されている周期説。

　もろもろの説明は省きますが、80年周期とは、安定の60年期と、混乱の20年期
で形成されているという見方です。
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「 年頭のごあいさつ 」
〜 ２０３０年に向けて 〜

特別巻頭記事
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　この説を利用するのであれば、新型コロナはちょうど「第二次世界大戦」開戦の
80年後にあたります。
　そういう意味で終戦の80年後が2025年。GHQの統治がそこから7年です。

　まあ、周期説があたるかどうかは置いておいて、少しそんなことを思考の物差
しにしてみてはどうでしょうか？

　逆に言えば、そんな変化の前哨戦で工務店業界が、これだけの影響を受けて
いるのはなぜでしょうか？

　ちなみに、今の新築住宅のムーブメントが起こったのは「住宅金融公庫」が日
本に誕生したことから始まっている。というのは誰も否定できない事実ですよね。
国が公庫を作るまで「借金をして家を建てる」という文化はありませんでした。

　戦後復興の中で、アメリカからもたらされた資本主義・民主主義の象徴がマイ
ホームであり、国が推進した国策事業が住宅の普及なのです。

　その「住宅金融公庫」が誕生したのが「1950年」、今から73年前です。
　この80年間は持ち家普及が国策だったということです。

　そして、この国策が終わろうとしています。
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「住宅ローン減税・
　　　　　　　次世代住宅ポイント延長」

　工務店がこの数年もっとも変化の影響を受けた理由。
　それは、前の時代にもっとも恩恵を受けた業界が、次の時代の入り口でもっ
ともダメージを受けるということなのです。

○ 年頭の最後に

　実は、2021年西洋占星術では、大きな節目を迎えました。
　それは、約20年に1度起きる木星と土星の大接近を「グレートコンジャンク
ション」です。
　これまでの約200年は、土の星座（牡牛座・乙女座・山羊座）でグレートコン
ジャンクションは起こっていました。
　それが、2020年12月22日のグレートコンジャンクションは、水瓶座で起き、
次の200年間はずっと風の星座（双子座・天秤座・水瓶座）で続くことをとらえ
て、「風の時代」の始まりとされるのです。

　西洋占星術は、「土」エレメントを物質やお金という表現をします。
　ちょうど、1800年前後に起こった「産業革命」がその象徴でしょうか。

　それに対して「風」のエレメントは、情報・知性・コミュニケーションなどの形
のないものの象徴です。

　つまり、物欲やお金第一主義が終わり、ものに縛られない生き方や型には
まらない価値観の時代がやってきます。

　住宅業界は形を変えていくことになります。
　これは避けられない。

　でも、住環境を大事にしたい人間の根源欲求はなくなることはありません。
　物欲ではない「住宅」という価値観の提供。
　それが今年以降の私たちが表現していく方向なのかもしれません。
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　長期金利が上昇し、固定金利が上がった1年でした。
　今年は、長期金利はさらに上昇し、短期金利まで上がるのではなかいと危惧
される1年になりそうです。

　固定金利と変動金利の差が1.5%以上広がり、昨年住宅ローンを借りた人の
７０％以上が変動金利を選択するという極端な状況でしたが、ここにきて変動
金利に対する金利上昇への恐怖を耳にすることが増えてきました。

　そうすると、住宅ローンの選択はますます複雑になってきます。

　そんな中、昨年の11月に登場したのが「フラット３５　子育てプラス」
　正直、年度はじめに宣言されていた「子育て支援対策」に明記されていた
「子育て世代のための住宅支援」が、半年以上たって、やっと形を表した。という
のが本音です。

　当然、金利事情が事情だけに、この制度は注目を集めることになりそうです。

　制度の概要はご存じだと思いますが、簡単に整理しましょう。

今月のトピックス

「フラット３５子育てプラスは使えるのか !？」
〜 今年の資金計画はここがポイント 〜
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　簡単に言えば、ポイント制を復活しました。１ポイント0.25%で５年間金利
優遇。というルールです。
　5年間で使えるポイントの上限は、４ポイント（１％優遇）までですから、４
ポイント以上は次の５年で適用されます。

　さらに、「子育てプラス」というポイントが新設され、子どもがいる世帯はポ
イントが稼ぎやすくなりました。



DATE  2024 ・ 1 ・ vol.92

　それでは、この制度使うためには、どんな考え方をすればいいでしょうか？

① ZEHと長期優良

　まず、ZEHポイントの３ポイントと長期優良住宅の１ポイントを取りに行き
ます。これだけでも合計４ポイント。5年間１％の金利優遇を確保できます。

　ZEH基準を取るのが難しいという工務店はいないと思います。
　問題は長期優良住宅の方でしょう。
　取得するのは問題ないが申請費用も含めてコストがかかります。

　しかし、今年「長期優良住宅」は必ずお客様から求められることになります。
その理由は、住宅ローン控除
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　現在（2023年11月末）、国交省は現状維持を求めていますが、法律通りで行
けば、ローン上限額が下がります。

　土地からの購入の場合、3500万円以上のローンを組むケースも少なくない
ことから、長期優良住宅の取得をお客様から求められることになるのです。

　それでも「コスト面が」と気になる工務店には、
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　この補助金を利用する方法もあります。予算消化で終了ですから、交付申請
は早めにする必要があります。

② 「子育てプラス」ポイント

　住宅性能だけ担保すれば、４ポイント取得。ここを固めた上での「子育てプ
ラス」ポイントです。

　これはお客様の事情によって変わりますが、子どもがいなくても、ご夫婦の
どちらかが40歳未満であれば１ポイント取得できます。

　また、子どもが生まれていなくても、胎児でも認定が受けられます。
　子どもが２人いれば２ポイントを取得でき、6年目以降10年目まで0.5%金
利優遇されます。

　つまり、当社5年１％優遇、6年目から10年目まで0.5%優遇となりますから、
変動金利の金利上昇を心配するお客様にはぴったりな商品となります。

③ 最後に地域連携型・子育て支援

　そして最後に、地域連携型が適用できるか確認します。
　当社岐阜県の大垣市は、子育て支援が適用になります。
　つまり、行政に申請すれば、行政から補助がもらえるだけではなく、２ポイン
ト獲得できるため、さらに6年目から10年目までの金利を0.25%優遇できるの
で、10年間１％優遇に持ち込むことも夢ではありません。

　自社の施工エリアの状況を、確実に押さえておくべきです。
　さらに、この制度リノベでも使い得ます。
　中古住宅事業を取り組むのであれば、研究し甲斐があるはずです。



「 フラット３５の金利が１％安くなる ！？ 」

　住宅を検討している方にとって、金利上昇のニュースはあまり気分のいいものではありま
せんよね。

　「金利の上昇を心配したくないので、固定金利がいいのかなー。」
　「固定金利と変動金利の差がありすぎて、固定金利に手がだせない。」

　こんな方も多いのでは？

　昨年の1年は、金利が上昇した1年でした。
　2023年初1.68%だったフラット35の金利が年末には2.0%を突破。さらに上昇する気配。

　それに対して、変動金利は0.4%前後で金利の上昇はありませんでした。
　固定金利との差が1.5％以上。やはり金利の低さは魅力です。

　しかし、今年は変動金利も上昇するのではないか？というニュースが流れています。
　そうなると「いったいこの先どうすればいいんだ！」と不安になるばかりですね。

　そんな中で朗報が飛び込んでみました。
　昨年年初から言われ続けてきた、政府の子育て支援政策の一環として、フラット３５の
金利が優遇されることが決まったのです。

DATE  2024 ・ 1 ・ vol.92



　少し分かりにくいですが、この制度は、１ポイントごとに、5年間0.25%金利が引き下げにな
ります。
　5年間の最大引き下げ幅は1.0%になので、５ポイント目から6年目から10年目までの金利
が0.25%引き下がることになります。

　つまり、８ポイント獲得できれば、10年間１％の金利優遇を受けることができるのです。

　新築住宅の場合であれば、ZEHで長期優良住宅を建てれば、４ポイント。5年間は確実に
１％金利が下がります。プラス家族構成により6年目以降の金利が下がる可能性があるわけ
です。

　金利の動きが心配の中で、全期間固定金利のフラット３５の金利が優遇されるのは、住宅
を検討されている方にかなり大きな特典になるかもしれません。



　新年あけましておめでとうございます。昨年は大変お世話になりました。本年も
何卒、よろしくお願い申し上げます。
　1月1日は能登地震、2日は羽田空港事故、3日はJR山手線車内で刺傷事件と、
災害・事件が連発しました。私の自宅も地震で揺れ、不安は感じました。
　東日本大震災の時、私は東京に住んでいて激しい揺れで今のところ人生で最
大の生命の危機を経験しました。今回の地震は、この国が地震大国であることを
再認識させられる出来事でした。
　能登地震で亡くなった方々は、元日に自身が死ぬとは全く思っていなかったで
しょう。人災は多少、遭遇を回避できますが、天災はどうしようもありません。
　死を意識しないと、生き方も意識できないと常日頃から思っています。いつ死
ぬか分からないので、生き方を見つめ直すタイミングなのかなと思わされる年始
でした。死ぬタイミングを選べるということは、実は贅沢な事なのかもしれません。
　君たちはどう生きてどう死ぬのか。こんな映画があれば観たいですね。
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○ ニュースレターは協会ホームページにアップしております。
　 URLは以下になります。ご自由に閲覧・ダウンロードください。
　 https://www.lifeplanadvisor.or.jp/members_downloadpage
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